
　　　　

令和７ 年 3 月 1 日

平日 10 時 0 分から 19 時 0 分まで

学校休業日 8 時 30 分から 17 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 　ひとりひとりが個性を生かしながら成長し、皆が幸せになる社会を目指します。

事業所名 放課後等デイサービス　ソレイユ 作成日支援プログラム

・個々の特性に配慮したスケジュール、ルールの掲示など視覚的なツールによる支援をしていきます。
・数の認知、形成・個々に合った自立課題（点つなぎ・マッチング・プットイン・シール貼り・なぞり書きなど）を提供し支援していきます。
・空間認知（ブロック遊び、製作活動など）
・感覚遊び（スライム、小麦粉粘土、砂粘土、プッシュポップなど）
・思考力（パズル、○×クイズ、ジェスチャーゲーム、迷路など）
・ビンゴゲーム、お手玉的当て、フリスビー的入れ、ひっくり返しゲーム、フルーツバスケット、リトミック、ダンスなど

・集団活動、遊びの時間を通して円滑にコミュニケーションが取れるよう支援していきます。
・SOS、要求や手伝って欲しい時の発信する方法を絵カードや写真など視覚的な情報を用いながら支援していきます。
・終わりの会で日付、曜日の確認、一日の振り返りを行い発表による言葉の表出を支援していきます。
・言葉表出に捉われず指差し、ジェスチャー、カードなど個々に合った発信の仕方を考え支援していきます。
・お話の会（紙芝居、シアター、パネルシアター、エプロンシアター)・SSTなどの活動を通して支援していきます。

・レク活動（集団での行動）の際のルールや協調性を身につけ友達との関わりや適応力がつくよう支援していきます。
・周囲の人との距離感や関係性を理解できるよう支援していきます。
・SST・見立て遊び・ごっこ遊び・リトミック（パラバルーンなど）・ルールのあるゲーム（風船バレー、神経衰弱、ひっくり返しゲーム、玉入れなど）
・公共交通機関体験、お買い物体験、調理活動（昼食作り、うどん作り、おやつ作り）

支援方針
・遊び、学習、創作活動、リトミック、外出など様々なプログラムを通して子ども達が持っている力を発揮できるよう支援します。
・楽しみながら学び、未来への夢や希望を広げられるよう取り組んでいきます。

営業時間 送迎実施の有無 　　あり　　　　　なし

主な行事等
季節ごとの行事（初詣・正月遊び・お誕生会・プール・川遊び・動物園・ハロウィーンパーティー・クリスマス会・野菜の苗植え、収穫など）
外出活動、公共交通機関体験、お買い物体験、調理体験、保護者交流会

（別添資料１）

家族支援
ご家族の思いや意向、要望を十分に尊重し、悩みや不安などの適切な対応に
配慮しサポートしていきます。

移行支援
小学校、中学校への移行時には必要に応じて支援会議を実施し情報
共有を行い、安心して移行できるよう支援していきます。

地域支援・地域連携
地域の中の関係機関（県、市町村、学校、相談支援事業所、医療機関等）と
の連絡を取り合っていきます。
ボランティアの受け入れを行っていきます。

職員の質の向上
職種や経験に応じた研修に参加しスキルアップを図ります。
職員会議における情報共有。

支　援　内　容

・手洗い、食事（おやつ）、排泄（トイレトレーニング）、挨拶など日常生活における習慣、スキルを身につけられるようにスケジュールを掲示しながら支援していき
　ます。
・体調の管理（来所後の検温）・衣服の着脱・食具の使い方・食事の際のマナー・姿勢・調理活動・清掃・園芸活動など
・避難訓練を実施し災害時の行動の仕方が分かるよう支援していきます。

・運動や音楽を通して運動機能、体の使い方、力加減（強弱）、バランス感覚、距離感、姿勢保持などが身につくよう支援していきます。
・指先の機能を高める課題（食具やハサミ、のりなどを使用）、活動等を提供し支援していきます。
・サーキットあそび・ストレッチ・プール（水遊び）・公園、外遊び・工作活動・塗り絵・リトミック・ダンス・バランスボール・玉入れ・新聞紙あそびなど
・何がとんだゲーム、ひっくり返しゲーム、棒キャッチなど（ビジョントレーニング）・箱の中は何かなゲーム、ペインティング遊びなど（五感の刺激）・感覚遊び

本
人
支
援


